
31  虚業棉造政策と地方行財政  

農業構造政策 と 地方行財政  

…一構造政策の現場段階におけるバリエーション増加の機序  

浦 城 晋 －・・石 田 正 昭  

Structuralpolicyわr R喝ionalAgricultur¢and，Finance and  
Administration of LocalGo＼・Crn111Cnt  

Sllin’iclliUlミ人KIand MasarlkiIsHID＾  

的作目の能率化が展開し，機能的な腱協活動・普及員活  

動・補助金や融資がこれを支援する，といった構造政策  

が目的まれた。㊥しかし構造政策は「虚業の担い手の  

変換」という点で歯切れは必ずしも良くなく，いわゆる  

構造改沓は土木工挙や建物・設備・磯城など「吻」で問  

題にされる垂らいがあった。藤池改準によって創設され  

た自作ペザントのための虚地紋戯放から基本法虐政への  

「切換え」は不明僚・あいまいであった。①とくにイ云統  

的に絶対的基幹作目であった米作の「l溺常米作」である  

ことの40時間の持続a），収益地瀾と売農地価との非違続  

的畢敵および畢離の拡大傾向がもたらした非虚業依存鹿  

家の「単なる整数」的土地所私が独特の「剛構造」再を  

つくっていた。このアンチ構造政策的部分が戯地の大部  

分を輩蘭しており，ファ岬マ一志商圏を大部分強度に土  

地節約的な品質志向虚米へ封絨した。土地利用型虚栄へ  

のファーマ岬の進出は少く，あったとしても条件が良く  

なかった。   

こうした基本絵戯政の構造政策の遂行はいうまでもな  

く給食的な園政の一つの部分である。そして国政が中東  

政府・府鬼・市町村といった段階的行政政府によって担  

われているので，戯改もまた段階的行政政府によって担  

われてきた。彪協も全国段階・府県段階・単協段階一  

市町村と単協では区域の山致はみていないが－の系統  

組織をつくっている。腰重来基本法では，地方自治団体に  

は中央政府の施策に準じて同じ方向に即した施策を請じ  

る教務を与えられており，虚栄団体には自主的な努力が  

期待されているにとどまるが，風体的な施策の運用にお  

いては中央政府は全国速，府県は府現；軋市町村は単協  

との連挽を持たざるをえない状態にあった。應政のなか  

でも，虚栄の現場と寵接にかかわって，指導・奨励・補   

Ⅰ．芸袈  題  

わが国の虚業構造問題と政鰍こついて簡単な模式図的  

規定を行うことから始めよう。（む議覧本法腱政の時代は  

経済高度成凝の時代でもあった。虚工二蕊構造線済の基  

底としてあったペザントの鹿楽が，工業化の急進を経験  

して，エ葉化経済のもとでのファーマーの虚業に変換さ  

れるよう要語されたエ）。㊥その変換過程で「資本コスト  

の割安化と労働コストの割高化」およぴ「エ学的可能性  

の飽米への適用としての革新の過程がそれぞれ継起し，  

それは萬栄経常規模一必らずしも経常塵地面概ではな  

い⊥をファミート・ファームの枠組のなかでも年々拡  

大していくことを強く「薮潮」していった2）。（沙戯産物  

の常襲の増大は限られていたから，ファーマー化は「能  

率と品質」に関する－スクラップ・アンド・ビルトを  

含む一過当娩争となり，虚業の内爽は益々少数化して  

いくファーマ一によって担われるということになった。   

①基本法虚政は「遊楽として現代経済に自立した虚  

栄の埴築を目指した」とされているが，生産梯遵に関し  

ては上記①・⑧・⑨に述べた戯粟の主体鵬ファーマー  

ーが形成されていく行程への助長的関卑であろうとし  

た，と融応位置づけられる。①このため，前近代的で  

あった圃場・水利・排水・戯追放傭の土木的改造や里山  

の階数開拓などが土地基盤光備として行われた。ニと地基  

盤賂傭は機械化虚栄・高値率虚業の前拉としての意味を  

もち，その上に旧ペザントの大部分の虚栄離脱と新しく  

析出されるだろうファーヤーの手による自立的虚業の  

一丈地経済にかなった仙選択的拡大や米変など伝統  
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助等をおこなう施策は，府県・市町村あるいはこれと連  

携とした府児戯協感や単協が行うのが通常であった。国  

営事灘でも地方‡鋸創動掛取払方飽協との連絡協調のもと  

に行われてきた。   

虚業構造政策はすペてが虚業の現場とかかわっている  

から，末端の市町村や単位虚協の虚栄問題への対応のあ  

り方，あるいはもっと根源的に地域のなかに内在するl当  

然櫓・経済的緒条件や腱民・戯薬闇係者の「時代の要  

約」に対するエートス・メンタリティの如何によって大  

きな影響を受けた。わが国の地方白治については，その  

患法上の規定や汝制約形式の盤鰍こもかかわらず，成熟  

した運営がなされてきたとはいえない。明治維新以来の  

牢固とした中央政権の体制が続けられ 第2次大戦彼の  

民主化のあとも，財政的基盤の弱体飽から間接常山級  

財源では自治省の，投資的・奨励的な冬将軍紫の財源で  

は関係省庁の「たて剖」覿の叫中央政府の補助と行政  

指導を攣けた地方擬治が続けられた。戯紫構造政策では，  

虚栄賽風食の戯地肇務のような機関委任勾箪務を例外とし  

て，ほとんどの召写楽が団体委任で鹿林水産省の各局部髄  

係から「たて剖」連鎖のもとに施行されてきた。   

上記の意味で，盛業の現場と液結して立案された施策  

を期待することば困難であった。中央の官僚が鵬政界  

や虚栄団体の要求を勘案して－ぬ描いた図式に即して立  

案された諸施策が府県に，そして㈲町村におろされて  

いった。しかしそうであっても，府県や市町村は柵そ  

れなかりせば咽みるべき虚業政策には手がつけられな  

いという理由から，その下鰍こおろされてくる施策を受  

入れてきた。この受入れ事業を斡として融般財源からの  

繰出しを上磯みするとか，補充的な府良単独・市町村単  

独の国事莱を組むとかが多少なりなされてきた。戯協など  

民間部門の盛業団体も，府県から蔽接あるいは市町村を  

とおして，団体サービスに必栗な施設や覇業に中央政府  

の補助を受入れて，情況に応じて戯放逐行の機関となる  

場合が多かった。このように，中央袋権飽政ほ決して虚  

業の硯鍬ことって時宜に適した施策とはいえなかったが，  

それなりに府現レベルの虚放と市町村レベルの戯政の起  

動力となってきた。   

以上，虚栄構造政鮭とその地方l計治との関連について  

簡単にふれたが，問題はこうして進められた基本法虚数  

の虚業構造政策が現場の市町村のレベルでどのように受  

け止められてきたかの機構である。①基本法農政はそ  

の虚業構造政策としての側面では決してわかりの良い政  

策ではなかった。しかし構遺政策のために，多くの「物  

的構造の盤磯」が中央政府の財政を絆にしながら行われ  

た。㊥地方政府の「lヨ治」行財政は軒舟魯権的枠組みに  

制約せられて，地方毎治の主旨を充分生かしえないもの  

であったが，それでも上級機関からの施策の受け入れ方  

のあり方や関係戯楽団体との連携のあり方，他の商工対  

策・道路学校などのインフラストラクチャー対策・福祉  

膵舷対策へのアクセントのおき方，財政力のあり方，等  

との複合構造において相互間にパリエ岬ションを大尊く  

した。要は上記①㊥に関する率爽瀾係を構成しているメ  

カニズムが盈体的にどうなっているかである。そして  

ファーマ岬の形成という人的構造改密がどう連動してい  

るのかのメカニズムである。これに答えることが本稿の  

課題である。  

王I．方  法  

殊越に対する回答に接近するために特に何等かの方法  

論を用恋しているわけではない。飽政の現場で翠握する  

ペ車事象は紗高度に多次元的であり，⑧高度に磐・盈  

複合的である。多くの事例のなかから，基本法鹿政の構  

造政策の受入基盤，受入態度，施策過程，施策内容，政  

策の遂行成果琴に錮述して禽治体を多種多様に敷別させ  

ていく仰バリエーションを持たせていく－叫sortiI鳩  

machin8日の構遺壕知りたいのである㌔ それがわかれ  

ば，それが「基本法飽政の遂行過程の現場の摂取構造」  

だといえるであろう。一見して「単に多様多様である輩  

象」が爽はw多くの例外・‡ヨ由皮・ランダム性を包摂  

しながらも…「規則正しく秩序だって組立てられた結  

果としての多種多様な率象」であるとみ，その組立ての  

磯序を開示できればよい。しかし肇象の多次元牲や質・  

盈複合低から，そうした機序構成の栗瀦の抽出は容易で  

ない。   

ここでは「数理化理翰」第3顛という統計手法を用い  

て上紀の機構分析を行うことにする。挙例研究を多く磯  

み蛮ねるのも融つの方法だが，この研究のような包括的  

課題にほそぐわない。あるいはあらかじめ求める「機構  

の骨組」を先験的に描いておいて，その骨組の栗所・要  

所墓こつき調査研究を行うのも多く採用されている澄も普  

通の方法であろう。この墳食は求める「機械の骨組」が  

すで‡ここれまでの研究の歴史のなかにアウトラインを現  

わしており，既存後納の検証ないしは修正という意味で  

その研究が行われると引こ窓及のある方放であろう。こ   
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個々の市町村と個々の項目が対に関係づけられている  

わけだが，公休としての市町村と金体としての項目がパ  

ターン的に対で関係づけられると塗の関係の輸理を求め  

たいのである。それは各市町村と各項目をオ岬ダーリン  

グ（並べ替え）して左上方から右下方への対角将に蕊反  

応（1）を集中させる「そのオーダキリングの法則原理  

仙何にもとずいてオーダーリングを行ったか仙」を  

求めることである。数蕊化規約は降伏的にではあるが，  

そのオーダーリンダの法則原理を導出する統計技術であ  

る。この技術の開発者林知己大成は「物の分野にはそれ  

ぞれ∬ノという未知変数を，人の分野にはそれぞれγ∫  

という未知変数を与え，（ズノ，γi）の組が託反応（1）のとき  

は1．0の嚢みが考えられ，負反応（0）のときはぜロの盗  

みが与えられる」とした条件で「ズ∫，とγ∫の相関係数を  

最大にする必要条件を…ズノ，とγ′を未知変数の凄ま  

一致学形式に獲え，その整えられた『特性方程式』を  

解いてズノとγ‘を求める」というやり方で解決で怨る  

ことを示した7）。   

特性方程式の根の数だけ相関係数を敢大にする必要条  

件をみたす（ズノ，γf）柵ノニ1，2，‥り揮（設問の番号），f㌫  

1，2，∴，J刀（市町村の番号）仙がえられる。根（固有イ齢  

はf・孟，γ（決定係数）であり，従って戯大の椒（スi）をそ  

の中からえらべばそれがス1の汲みをもった策Ⅰの説明  

軸であり，そしてその根に対応した（ズノ，γ∫）1の條は「あ  

る何らかの一つの舟岬牒㌦∴リングの法則原動こ即した順  

序付けのための大／J、関係の数磁」である。さらに次に大  

きい根（ス2）をえらペばそれはスエの蔑みをもった節目  

の脱明軸であり，その根に対応した（∬∫，γ∫）2の倍ほ「別  

のある何等かの山つのオーダ岬リングの法則原理に即し  

た膳序付けのための大小関係の数倍」である。以下同様  

にん・ん・ス5‥・…という蔑みをもった麓ⅠⅠトIV●V●…‥  

の貌明細と，それに対応したオーダーリングの法則原理  

に即した服刷寸けのための大小関係の数億（ズノ，γi）3・（方ノ，  

γ′）。・（ズ∫，γi）5・‥‥‥がえられる。この場合，それぞれの  

「オーダーリングの法則原理」は相互に完全に独立して  

いて，任意の（ズノ，γ′）。と（ぶノ，y∫）βについてズαノとズβブと  

の問およびy離とγβ‘との閲は無相瀾である。だから各  

根の倦の総和に対する各限の健の比率をもって全体を貌  

明する寄与率の和くス；1－ス；＋ス；十スま＋よ；）をもって節Ⅰの  

細から第V軸豪での累機寄与率とすることができる8）0   

このようにして，適正な「基本法戯政の現場の率憎」  

に関するイエスとノ岬の設問の体系を編成し，それに過   

の研究のような「爽既約経験からは決然とあるいぼ不透  

明にはわかっていても確倍をもっていえることは何一つ  

ない」といった機械の分析には役立たない。結局主成分  

分析や因子分析のような方法で「械梯の骨組」そのもの  

を検索しつつ構成していくほかはないが，分析に供用で  

魯る資料や知見に定性的なものが多い場合は，結局「数  

激化理論」を用いざるをえない。この研究では，例えば  

「労働奴魔性」柵外的基準柵といった，価倍判断の  

根拠づけをもっているわけではないから第3敷を用いる  

ことにした。   

数駄化理翰第3敷はよく「人と物」を対にしたパター  

ン形成椀構の分析に用いられる。虚業で成功する練糸件  

を問題にする吻合，成功する人とは成功させる要件の  

セットを数える人である，同時に成功させる要件とは成  

功する人のセットによって鮭えられる激件である，と  

いった相互規定性があって，あたかも逮立方程式の解の  

ように，「人と粟件」を同時に分瀕しなければ問題は解  

けない。例えばこのように，「人のパターン」と「物のパ  

ターン」が射で関係づけられているときの，「関係の論  

理」がパターン形成機構である。この研究における「基  

本法戯政の遂行過程の現壊の摂取構造」も，摂取する人  

（区域としての市町村）と摂取される覇業とその鰭栗件  

つまり物（外的環境をはじめとする各様の諸条件や覇業  

およぴその遂行成果）の双方のパターンが，対で関係づ  

けられるときの「関係の論理」そのものであるといって  

よい。   

市町村が山方におかれ，設問項目が他方におかれる。  

設問項月は「物のセット」であって，この研究の裸塵に  

即し，（1）戯地の自然的環境，（2）経済成凝と社会環境の  

状態，（8）市町村朋政と虚林水産業予算のあり方，（4）市  

町村政の麓点方向，（5）虚栄構造改謡覇業への対応，（6）  

戯発土地基盤妓備の展開，（7）虚業d王威・虚栄経常の展  

開，（8）基本法戯政と戯協の展開，（9〉基本法戯政とその  

成乳 に関係した多くの設問の体系である。〃個の設問  

に対し，別個の市町村は ①イエス（1），㊥ノーまた  

はわからない（0），という2仰の反応をする。このよう  

にく0，1〉反応マトリックスがえられる。いま市町村を縦  

軸に，項目を横紬ことったとすると，マトリックスは概  

にみれば特定の市町村の「虚業構逝政策と地方行財政」  

の状況を示すベクトルとなり，縦にみていけば「戯薬構  

造政策と地方行財政」の特定の要素の各市町村の受けと  

め方のベクトルとなる。  
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求めること，そして感官体験と観念上の緒命題の横磯体  

を供述することである」（アインシュタイン）9）。適正な  

設問項lヨの編成とそれへの回答は研究者の課越に対する  

概念的汲兇と感官体験によって卑えられ，数盈化規約ほ  

よる分析過程は牧内容的な統劉・数学過程であり，それ墨こ  

よってつけられた緒関連聞ここでは固有檎と固有ベク  

トル…を再び概念的徽兇と感官体験でもって読みとり，  

社会科学上の簡単化された繭理体系を梯基するという方  

法的となる。   

このように感官体験にもとずく液感が岬それを姦付  

ける資料をどれほど多くとったとしても仙強度に窓賓  

ときれる研究では，調査地に関して拘束を受けることば  

いう濠でもない。このため三登園内の市町村を瑠藩閥と  

ることにした。私共の能力では各種の統計や市町村放棄  

覧的な紀磯からだけでは窺えない質的な把握が－不完  

全にしろ岬食滞町村についてできるのは三麓県内につ  

いてだけであるためである。問題点として，三盛典が  

「わが国の股たる戯薬不振戯」であって，そういうバイ  

アスがこの研究に終始つ望まとっていることがあげられ  

る。しかしわが国の虚業構遜政策が成創裡に歩を進めて  

いるとほいえず，その不成功のメカニズムを現場段階で  

解明したいというのがこの研究の狙いなのであるから，  

以下分析であきらかにするであろう「うまくいかないメ  

カニズム」はわが園虚業構造政策を検討するのに有用で  

あろうとも患う。  

測  

蕊な回答を卑えることができるとしたら，数段化理論第  

3朔による統劉・解析によって，現場の翠晒を「市町村と  

設問項目を対にしたパターン形成機構」の認激のために，  

そしてさらに現検の翠檜にバリエーションを持たせてい  

る「“sortingmachまne”の構成機序」の認繊のために，  

一連の基礎的肇爽翠提を行うこととが可能である。もっ  

ともその形成機構なり構成機序なりは，すぐさま「その  

ものずばり」に姿を現わさない。先に数盈化埋翰でえら  

れるものほ，険伏的な「関係の翰理」の曙示であると述  

べたが，節トⅠⅠ・ⅠⅠトIV・Ⅴ軸のもつ「オーダーリングの  

法則原理」はただそれぞれの項目と市町村への（ズノ，γ∫）  

の数檎としか仙固有ベクトル（ガと y）としか一塊  

われてこない。第何軸固有ベクトル（∬1，れ）からその  

第何紬がどのような“sort主㌻唱maCl血e，，であるかを岬  

経験に姦付けられた麗感でもって－洞察するほかはな  

い。  

「直感によって」というと科学的であるための客観性  

を欠くようにみられるが，すべての科学的認勧は「経験  

と約数を蔵感で結合している」のである。この点に鍵教  

をもたれる人のために2人の高名な科学者の嘗輩を引用  

しておく。「数学者は内容には無関心であり，ただ形式  

だけに関心をもつ」（ポアンカレ）。「科学の目的は多様性  

をもつ全体としての感官体験をできるかぎり概念を使っ  

て拳現し，それらの間に関連をつ仇 できるかぎり世界  

像的統山陵すなわちその基礎の約理的簡単性を麗感的に  

ⅠⅠⅠ．計  

1．設問の体系   

以下の挙象の該当・非該当を問う。投間の末尾に設閥務号を付した。  

（1）魔地の自然的環境  

1）沖横平野に開かれた虚地の割合が多い   

2）段丘地に開かれた戯地の割合が多い   

3）谷地・急傾斜他に開かれた戯地の割合が多い   

4）戯地のなかに低湿地の割合が多い   

5）穀余地滞の山部を形成している  

（2）経済成艮と社会環境の状態  

1）市街化区域の占める割合が大である   

2）虚栄振興区域のおめる剖合が大である   

3）山村区域・離島区域などの割合が大である   

4）大都市・衛鼠都牒への通勤兼発凍件がよい   

5）地元に林業や漁楽との光栄がある   

6）戯地のエ紫・簡紫・住宅用地への檻用が急逝した   

7）戯他の放置・荒廃や植林檻用が著しい  
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8）宅地転用地価が域内農地一円に適用されている   

9）大気汚染・水質汚濁などの公弱がある  

10）域内第1次産業の構成は戯来室である  

1り 域内節1次遊楽の構成は林業主である  

12）域内第1次産業の構成は独楽蓋である  

（3）市町村財政と磯林水産学欝のあり方  

1）財政力指数が大である   

2）財政力指数が小である   

3）市町村税の方が地方交付税よりも大である   

4）地方交付税の方が市町村税よりも大である   

5〉 実質収支比率が大（倣粟財政〉である   

6）県費支出金の受入が歳入構成上大である   

7）園費支出金の受入が成人構成上小である   

8）鹿林水魔薬効が域内虚林政敷こ比して大である   

9）戯林水魔寮費が域内戯林漁紫に比して小である  

10）戯林水産葉栗への山般財源充当率が大である  

11）戯林水魔発教への融般財源充当率が小である  

1之）園からの虚業補助金の受入が域内偽薬に比して大である  

13）典からの虚業補助金の受入が域内盛業に比して／jヽである  

14）財政総支劇のうち虚林水遮光蟄の比率が大である  

15〉 財政給支出のうち慮林水産業費の比率が小である  

（4）市町村政の藍点方向  

1）市町村政のなかで戯林漁業対策が蔑視された   

2）市町村政のなかで工吻誘致・工米化が盤祝された   

3）市町村政のなかで観光開発対策が幾組された   

4）市町村政のなかでインフラ強餅が蛋祝された   

5）市町村改はとくにみるべき対策をもたなかった  

（5）虚栄構造改蓉寧寮への対応  

1）虚業構造改率軍楽にははやくから熱心であった   

2）虚栄構遵改率軍楽には無関心な方であった  

（6）盛業土地基盤整備の展開  

1）水利・‡廻場粗傭を含む山賞した土地整備が行われた   

之）圃場整備の施行嚢紡が大である   

3）圃墟整備の施行来観が／jヽである   

4）虚業基盤賂欄の蕊点は戯地汎用化にあった   

5）虚業基盤整備の麓点は璽凋場盤備にあった   

6）虚業基盤整備の窓点は開盤による虚地開発にあった   

7）虚業基盤整備は鹿追私備程度にとど濠った   

8〉 戯紫の土地基盤は従？捌こ比して給食的に血変化したといえる   

9）圃場鮭備が過れた理由として市町村の不熱心がある  

10）圃場粟礫が遜れた理由としてエ拳の高コストがあげられる  

11）開場数備が遜れた潔頑として藤池の小‡朝地性がある  

12）飽地開発が低率である理由は開発適地がないためである  

13）腱飽開発が低率である理由は開発適地の所有構造にある  

（7）盛寮生鹿・戯衆経営の展開   
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1）選択的拡大作削こ野栄・花弁。笛木類が選択された   

2）選択的拡大作目に栄樹・茶等樹木作物が選択された   

3）選択的拡大作目に畜産が選択された   

4）選択的拡大作馴こきのこ斬が選択された   

5）選択的拡大作目に熱意がなく米作にカが入れられた   

6）戯栄作昌の合理化・再編成にみるペ凄ものがなかった   

7）虚栄の動態には粂約的戯発による自立飽家の役剣が大きい   

8〉 戯薬の動態は自立戯家と一般戯家が虚栄所得を追求する三蔑構造亀ですすめられた   

9）虚栄の動態には赦作に依拠した自立戯家の役割が大きい  

10〉 改良普及率莱は選択的拡大作目の選定定常・担い手育成・産地間親争力付与におかれた  

11）改良督及率業の蛋点は…一般戯家の一般虚輩瀾瀾祇あった  

12）改良普及率業の蕊点は米作合理化，のちに檻作指執こあった  

（＄）基本法農政と戯協の展開  

1）基本法戯政の展開は飽協嘉・行政従ですすめられた   

2）基本法戯政の展開は行政義・戯協従ですすめられた   

3）戯協が弱体で基本法鹿政の担い手にならなかった   

4）農協の挙発は虚栄関連の販霧・購買にみるべきものがあった   

5）農協の軍楽は生活嫡男においてみるペきものがあった   

6）戯協の軍楽は倍j羽・共済においてみるペきものがあった  

（p）基本法戯放とその成果  

1）成果として1戸あたり虚栄所禅にみるペきものがあった   

2）成果として1戸あたり虚栄所得にみるペきものがなかった   

3）成果として戯地面緻あたり虚業所得にみるペきものがあった   

4）成発として戯地面緻あたり鹿楽所符にみるペきものがなかった   

5）成果として尊従者1人あたり虚業所得にみるペきものがあった   

6）成果として尊従者1人あたり虚栄所得にみるペきものがなかった   

7）成果として戯地開発による自立虚家の創出があった   

8）成果として耕地受託による自立虚家の創出があった  

9）成果として粂約的虚業による自立鹿家の創出があった   
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2．設問への回答   

前記の各設問に対し，それが骨定されるときは（1），  

骨足されないと蓉は（0）の反応を与えていった。正反応  

と負反応の回答を与えていく場合に，関連統計や関連地  

図，関連劉・画調や決鮮葦凱 兼務報告啓の敷を手広く蒐然  

したことはいうまでもない。そのそれぞれをここにリス  

ト・アップすることばあまりにも煩さとなるので省略し  

たい。多少のコメントをそえるにとどまる。結果は箪1  

表に示すが，この袈の横上段の番号は設問番号である。   

① 設問のなかには，市町村が自然的・経済的特性に  

おいて輿なる区域を合併包摂しているため，回答しにく  

い場合が少なからずあった。例えば都市化平姐御と過疎  

化山村をともに含んでいる場合。このような場合には，  

どちらかの虚栄が4分の3以上をl与めているときはどち  

らかに割り切り，そうでないと尊は！‾ゎからない」と負  

反応を与えた。   

㊥「戯地のlヨ然的環境」に関する設問には三蓋糸虚  

業地瀾と現地の感官的印象にもとづいている。「段丘地  

に開かれた戯地が多い」は，典型的にほ山間と平担の間  

の中間地野であるが，現実には明瞭に区分できない場合  

があり，2つに正反応を考えぎるをえなかった市町村も  

あった。   

④「経済成長と社会環境の状態」では，線引きの地  

図内の飽地の存在，‡関連統計，各市町村給食劉磯，現地  

の感官体験にもとずいている。通勤条件では，田舎都市  

への通勤条件でなく，名台座から鈴鹿市へかけての伊勢  

湾沿辟ヱ紫地静への通勧の利便性で判断して蕊反応を与  

えた。宅地転用地価の虚地売園地価への適用については，  

市町村町内の戯地の3分の2以上に適用されているかに  

よって正反応の判定を行った。域内第1次産業の虚・   
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第1衣 紋問項目に対する市町村の蕊・負反応マトリックス  

1 b lO 15  20  25  30  35  40  45  50  55  60  65  70  75 79  

1津  lけ 10001110101000100101001010100001010100（IO川010010001010100010000010DOOOlOlOlOOO1  
2 川l】11JllJ llOOlllOlOlOOllOOlOlOOlOlOOOlOOlOlOlOlOOlOOlOOOOOOlOOOOOlOOOlOOOOlOOOlOOOllOClO  
3 りl与ケlト 100111100010001001010001000（）000100110000101100000001000010000000001000000110GOO  
q り†ド！上 山 110010100010001001010001000010010101000001001001000010100001010010011110101JCDO  
5 でミ ㌢i止 10011100101011100101000100100101010100100100010100100000010000000（〕1001010100000  

色 卜 野IIJ llOOlOlOOOOOOOlOOlOlOOOlOOOOl〔〉0100010000100010000000000010000001010001100110000 7i行 肌i直 11001110101000100101001（〕1010100101010100100110000000111000100100100001101010101  

8†；張 右 0110001000000010010000010000108100DIDロ000100110010000001000000000010DOOlOlOO〔IOO  
9 兄 鷺 山 0010000101010001110000010000010000010010010010000100000001000000001000010101DOO  
lO rじ 山 ■lJ OlOOOOlOOOOOOOlOOlOOOOOlOOOlOlOlOOOOlOOOOlOOllOOlOOOOlOOOOOlOOOOOOlOOO001001000  
11．l▲．1刈 車  0〔IlOOlOOOlOlllOOllOOOOlOOOOlOlOOOOllOOlOOlOOOlOOOlOlOOOOOlOOOOOOOOlOOOOlOlOlOOO  
12 熊 野11i OllOOOllOlOlOOOlOOlOlOlOlOOOlOlOlOOOOlOOOlOOlOOOOlOOOlOOOOOlOlOOOOlOOOOOlOlOlOO  
l）久 いさ 古 10001010100000100010100100010101000010000100010100101000000100000010001つ100D（〕01  
＝ 呈ニJ生】iり 100110101000001000101101011010010100000010010000001DOOOOlOOOl（〕01010011000110010  
日 j土 山 Mj’10011DIDlOlOOOlOOlOl〔100100101001100001001001DOlOOOlOlOOOOOlOOlOOlOOllllOlOlOOOl  
lb，トー吉岬H■ 10011010100000100010101C1100010101000DlOOlOOlOOlOOOlOlOOOOOlOOlOOlOOllllO川10DOl  

0100101000000010010101010000010101000010010001001001000001000000001000010101000  
10001DlOlOOOOOlOOOlOllOlOllOOlOlOOOOlOOOOlOOOlOlOOlOOOOOOlOOOOOlOOlOr）DOOOlOlOOO  

19 人‘左ドtj－  010010100000001000101110000（〕010080001000010001001001000100000000001000000101000  
20Itく 乙1町 1000101010000010010101010110100101000000100100000010000010001001001000000110000  
21蒔 煩l叶 0100101000000010010101010000010001000010010001010001000001000000〔101000010101000  
2？菰 野 町 10001DlOlOOOOOlOOlOlOOlOlOlOlOOOOlOOOlOOIDllOOlOOOlOOOOOlOOOlOOlOlOOOOOOOllOOlO  
2う 帖   町 10010100101011100101010101100101010100100100010000100000DlOOOOOOOOlOllOlOlOlOOO  
2q 川 tl町 10000100101ロ111001010101011001010101001001000100001000000100000000100001〔）101000  
2う 川 也ドけ 1001010010101110010101010110010101DlOOlOOlOOOlOOOOlOOOO（〕01000000001000010101000  
2ら r喝   町  01100001000ロ0001001010010100010000001010010001001001010000010000DOユ00DODlOOlOOO  

2†i■け ご三 川l‘ 100110101000001000101001010001010001001001000100001000000100〔）000001000000101000 28 ごごi㌍ 町  0100101000000010001010010000000000001000DlOOOlOlOOOllOOOOOOlOlOOOOlOOOlOlOOOOO1  

29）ミItl．ト1 01001010000000100010100100010000000010000100010010010001000000川001000010101000  
〕0‘左＋識l町 1000101010000010（〕010100110101010110（〉0000100100000010100000010100100000101010001  
31tlト良珊l叶 1001010010101000101011010100010100001000100100000010000001000000001000010101000 ）2  一 志l町 100010101000001000101001000000000DOOllOllOllOOlOOOlOOOOOlOOOlOOlOlOOll（〕00110010  

ユJl●i両 町  0100101000000010001010010000100DOOOOlODOOlOO〔1101000100010000001000100000010100D  
）q 吏亡て リー二 叫 1000101010000010001010010000100000001001101100100010000010001001010000000110010  
〕う美 杉 ト1 0010000101000（IOlOOlOlOlOOOOOOllOlOOOOOlOOlOOOlOOlOOlOOOlOOOOOOlOOOlOOOOlOlOlOOO  
うム こ 一ノご ト1‘100010101000t）010001010101000101010000101100100100010100000100100100101101010001  
う1良l上 向l叶  0010000101008001001010100001011010000000010001000101010100000010001000010101000  
）8 村上，■．●ごj 川上  oolOOOOlOlOlODOlOOlOlOlOOOOlOllOlOOOOOOOOlOOOlOOOlOlOlOlOOOOOOlOOOlOOOOlOlOlODO  
）9 羊1し 叫 110000100000001000101010100110101000010001001000000001000001010010010010100（〕100  
－0 川 畑 町 1001101000000010001010101001川101000DlOllOOlOOlOOOlOlOIDOOlOOlOOlOOlOllOlOlOOOl  
ql人＋f；l町  01100011010000110010101000010110100001000100100010000100000101000010（）0001000100  
q2 キラ 和 一l OllOOOllOOOOOOlOOOlOlOlOOOOllOlOlOOOOlOOOlOOlOOOlOOOOlOlOOOlOlOOOOlOOOlOlOOOlOO q〕宮    001000010101000100101010000101001【）00001001000100010100010000000DOOlOOOOlOlOlOOO  

川 ト】  
“ 】主帰しI町 110010100000001001001010100010101100010110110010001010100010010010011010101〔）001  
～5 －．兄 町 100101000010111000101101DllOOlOlOOlODOlOOlOOOlOOOOlOOOOOOlOOOOOOOOlODOOlOl〔）1000  
机ゝ小†1こ 叫 100011100010001DOlOlOOlOlOOOlOlOllDOOlOllOllOOlOOOlOlOOOOOlOOlOOlOOllllOlOlOOOl  
ヰ？l手ノ与ナ 川上、 DllOOOllOIDlOODOlOlOlOlOOOOllOlOlOlOOlOOOlOOlOOOOlOOOlOOOOOlOOIDOOllOODlOlOllOO  
qa 両1し いけ  0010000101010000101010100001011010000010010001000110000100000010001000010101000  
叫■ 人 一JIJいり－  0110001101000001001011100001001010000000010001001001000100000010001100010101000  
50 キ己？Jケlきり  0010000101000001101010100001001010000010010001001001000100000010001000010101000  
51i叩 帖lトJ 1000011000100010010100010010010111010001100100100010108000100100ユ001101DIDIDODl  
H人l一1山f・1 001000010100000100101010000100101000000001000100100100000100DOlOOOllOOOlOlOlOOO  
H彗＋余 町  01100011000000110010100100000010100（〕000001001000100001010001010t）00100000100010D ～ l－l  1000100010001DOOOO  
う りて（町  0100101000000010001010100001101000001100100100000001000000011  
うぅ エ♭ ナIlこく町  01100（〕010000001000101001DOOOOllOOOOOlOlOOlOOOlOOlOOlOOOOOlOOOOOOOOlOOOOlOOOlOOO  
うムl叫 山 町  0100101000000010001010010000100000001100100100100001000010000001010111100100000  
う†人‥川lト】’ 010010100000001000101001100DlOlOOOOOllOOlOOlOOlOOOOlOOOOlOOOOOOlOlOllOlOOlOOOOO  
58 ●一J仙 町  011000110100001100101001000000100000100001DOOIDOIDOlOOOlO〔）000010001010010101000  
う9 浜 ∴も 町  011001000101100011DlOOOlOlOOOlOllOlOOOOOOlOOOlOOOl（〕10000010000000010000101010DO  
bO 人 トドけ  01000100010110001010100101DOOlOllOlOOOlOOlO801000110000001000000001000010101000  
も1志J畢 町  
も2 阿 児 町  
も3 機 知 町  
机・紀伊戯鞄町  
る5 海 山 町  
8b 御 浜 町  
67 紀 宝 町  
も8 紀 和 町  
的 鴫 絶 対  
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や習酋・防除・調教等にみるペき展開があった場合は  

「戯作冒の合理化・再鰍動こみるぺ誌ものがあった」と  

みなした。普及風格勒については，散開のように割切っ  

た濃点がおかれていたわけではないが，督及戯活動に対  

する「市町村や飽民の対応」にみるべ呑ものがあった分  

野を褒点として正反応を与えた。「一般戯家の血般虚肇  

指導」とはパート飽氏，婦人・党人舷民から潜及凪が額  

られている場合に蕊反応を与えた。   

◎「遊歩法腰放と戯協の展開」については，三亀戯  

戯協中央会が年々まとめている各単協の兼務来繊と戯  

協・市町村の連携姿勢に関する感官約体験にもとずいて  

いる。「戯協嘉・行政従」の含苓は戯協に虚栄構造改発  

への横様性があり，また経済力もあって，市町村を牽引  

していっている場合に託腐点凍与えた。「行政主・戯協  

従」では戯協ば市町村のパートナーではあるが，そうし  

た緻極性はないと認められる場合に正反応を卑えた。   

⑲「基本法戯政とその成果」については，三霊殿統  

計課が翻桐寸別に虚業所稗の推定を行っている資料と戯  

林省「生遜戯強訴相続劉・」の戸数・戯地面撥・啓従者あ  

たりの虚栄所得を利用し，また自立戯家の創班状況は感  

官的体験にもとづいている。所得に「みるべ歯ものが  

あった」と「みるべきものがなかった」が対艦されてい  

るが，これは昭和50年と昭和55年のレベルで，それぞれ  

商いまたは低いの両槌を4～5分の1程度えらんで正反  

応が与えられている。「自立」は普通の世帯で近隣の低  

聯と釣り合いのとれる以上の所得を虚栄でえているとい  

う窓味で，そうであるために萎ま爽繋藤営規模の拡大がな  

されていなければならず，規模拡大が「農地開発」・「餅  

作受託」・「幾約的虚栄」のどれで主として行われたかを  

－白立鹿家鮮の創出が一応ありと認められる市町村に  

ついて鵬判断し正反応を与えた。   

3．数盈化理論箪3斜による貌明軸の抽出   

前記の「設問体系に対する回答」マトリックスを数盈  

化教諭第3斬で処理すれば，固有俵スαで汲みづけられ，  

固有ベクトルの対（ズェ，…，ズル‥，ズ7。）α，（γゎ‥リグ∫，…，γ69）α  

がαニ1，2，……だけ抽出される。この固有ベクトルの対  

の申に「性質が除伏せられた脱明軸一視場の事情にバ  

リエーションを持たせていくいsortingtllaChiIle”の部分  

品…の1つ1つ」が入っている。説明軸は「ある仕訳  

の原理」であって，平均であるゼロを中心購プラスとマ  

イナスの方向に設問項目と市町村のそれぞれに（ズ1，…，  

ズル‥，ズー，）αと（γェ，…，γゎ…，γ6，）αといった得点を与える   

林・漁業碑成については付加硝檎の大致さによった。   

①「†紳r村財政と戯林水産予絆のあり方」について  

は，昭和朗隼と昭和54年の三温灸地方課がとりまとめた  

県内市町村の財政概要にもとずいている。財政指標につ  

いての，「‥‥‥が大である」と「‥‥‥が小である」はゃ闊  

の多くが除鼓されている。異教支出金の受入れを設問項  

目に入れたのは，市町村にとって国庫支出金が一般建設  

軍紫に対応するのに対して，叔黎支出金は鵬固からき  

たものでも鼎の財政を経由して支出される戯林水蓮関係  

の補助金が蓬内容となっているからである。   

①「市町村政の薮点方向」についてほ，この20年間  

の市町村政を感官体験で把捉し，評価したもので，「み  

るペきもの」のみに蕊反応を与え，それは複数であって  

もよしとした。どれにも蕊反応のなかった市町村には  

「みるペきものなし」に蕊反応を与えた。   

①「戯紫構造改謡串衆への対応」についても，この  

20隼閣の市町村政の感官約体験にもとずいている。「は  

やくから熱心であった」のなかには途中で反擬して不熱  

心となった市町村は食まれていない。「触関心なはうで  

あった」は，この20年間を通観してみるとという悪妹で  

ある。   

①「萬栄土地基盤粗備の展開」については，三蕊猥  

耕地深閑偶の資料によりながら，かんがい排水啓発，開  

場強機番濃，閑懇開発軍楽，藤村張碓事業等について，  

それをふまえて感官的体験で判断した。「山潜した土地  

盤備」は用排水・麒場慾備・虚遣が給食的によく窄われ  

たと認定される場合にのみ正反応を与えた。「圃場盤傭  

の施行爽概」は施工可能な農地の過半が賂備されている  

場合に「大である」に正反応を，2紬こみたない場合に  

「小である」の正反応思考えた。「虚地汎用化」は閲墟賂  

備だ研ことどまらず，水源手当と排水施設にも悪が充分  

で，現に田畑輪換を行える戯地が3分の1ほどはあると  

認められる場合に蕊反応を卑えた。「以前に比して総合  

的に一変」はやや視角をかえて以前の状態に比した現在  

の変り様に非連続的飛躍がある場合に正反応を卑えた。   

⑧「虚栄生産・農薬経営の展開過程」については，  

劉・漸と関逮統劉・が示す楽繊の双方を考慮したが，その担  

い手と普及活動については感官的体験にもとずいた。選  

鱒的拡大では，同じ野菜なら野菜，栄樹なら栄樹であっ  

ても飽蓋改段政の企画している掻営近代化の路線に即し  

てみるべき動蓉があったか否かで正反応を与えた。米作  

やその奄作は選択的拡大から外したが，生産受委託組織  
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次の如くであった。   

① 節1軸（虚政受入紬：水田獲備軸）   

マイナスの方向に得点の商い設問項目は「平野に開か  

れた戯地」が多く，「穀愈地聯」に入っており，「便利で，  

よく閃けた，恵まれた市町村」であって，土地基盤艶條  

が水田盗傭の方向で光来していることが目立つ。「水利・  

排水・閣瘍竪備・戯道琴を含む山野した土地鮭備」，「圃  

場盤備の施行爽絞が大」，「過般装備の整点は飽地の汎用  

化」，「基盤賂備の麓点は開場亀備」，「虚栄土地基盤が給  

合的にみて一変」などがいずれも高い得点をえている。  

ほか「通勤免償が良い」，「エ場誘致にカが入れられた」，  

「虚業構造改嬰挙発にはやくから熱心」，「選択的拡大に  

野菜・花押・花木・果埴・茶および番凄」，「選択的拡大  

には熱意がなく米作に力点」，「飽粟の動態はlヨ立鹿家の  

役割が大」，「普及率業の盟点は米作合理北のちに転作，  

および選択的拡大作目の選定定潜・担い手育成・産地間  

敷争力付与」，「忍本法虚改の展開は行政義尊塑」・「虚説  

牽引当望の農政展開」，「戯協活動には盤清勝男や倍用・共  

済にみるペきもの」，「1戸当りまたは翠従者1人当りの  

鹿瀬所得が大」，「ニヒ地節約作目や戯作受託による規模拡  

大」などの項目もー相互に矛盾的である様相を含めて  

…かなり高い得点をえている。以上栗するに歴遊法戯  

政の受入れを水田基盤の乾櫛を中心に比較的よく受入れ  

られた状態を示している。   

プラスの方向に得点の高い股間畷鋸ま，「谷地・急傾  

斜地に開かれた戯地が多い」，「山村・離島区域」，「戯他  

の荒廃放澄や機林転用が著しい」，「域内第1次産業の構  

成は林発または独楽が嘉である」，「虚栄桃近攻翠挙発に  

は無関心」，「土地基盤整備は戯道程皮」，「圃場私備の爽  

硫が小」，「圃場整備が過れた理由は工事の高コスト放と  

農地の小関地性」，「戯地開発が低率であった理由は適地  

の所有構造」，「遜択的拡大作目は尊のこ刹」，「改良轡及  

挙発の盃点は一般戯家の一般政事の指乳，「戯協が弱体  

で基本法戯政の担い手たりえず」，「1戸当りまたは啓従  

者1人当りの虚栄所得が／j、」肇である。以上は要するに，  

山村・漁村などで虚業構遷政策についていけなかった状  

態と，そうした環境下でとくに水田整備の巡れを示して  

いる。   

① 策ⅠⅠ軸（戯政姿勢頗）   

マイナスの方向に得点の商い設問項巨＝ま，「市町村政  

のなかで戯林漁発対策が濃祝された」，「虚栄構造改轡挙  

灘にはやくから熱心」，「県費支出金の受入が歳入構成上   

ところの原理である。ⅠⅠで述べたように脱明細にビル  

ト・インされている「仕訳の靡理」が姿を現わすのは濠  

さに上記固有ベクトルだけであり，これからわれわれは  

逆に「仕訳の原理」を推理しなければならない。   

演算の結果，節‡細から節V軸までがえられた。第Ⅰ  

軸は固有櫨0．51－この軸の持つ仕訳の原魂常よって付  

せられたズノとプ‘との聞の相関係数は0・71である－  

で，その金分散の寄与率は0．22パーセントであった。以  

下箪ⅠⅠ粕，閣有條0．35，相関係数0．59，余分散の寄与  

率0．15。節ⅠⅠⅠ軸，固有倍0．22，相関係数0．47，余分散  

の寄与率0．10。節‡V軸，固有磁0．15，相関係数0・39，  

金分散の審与率0．07。節V紬，固有依0．13，相関係数  

0，36，金分散の恕卑率0．06であった。第Ⅰ細から節V棚  

までを併せた媚機番卑率（ス；＋ス；・卜右＋えい一ス；）はOt59  

一種閑庇は0．77…であった。以上より，3分の1は  

どのノイズはあるものの，関係率象の3分の2相当は  

節Ⅰ鋤から第V軸までの原理によって秩序だって解明  

せられたといえる。関係事象の複合体の全体の分散を  

100とすれば，相互に独立な箪‡細から第V軸豪での原  

動こよって59までを鋭明できることになり，残りの41を  

その他の紬鵬その全貌をここでは明らかにしえないが  

－が脱明していることになる。   

問薙は抽出された軸が体得している原理であるが，そ  

の手掛りとなる5一転ッl、の対の憫覇ベクトルを節2嚢・  

第3衷に示しておく。第之表が各設問項目（物の世界）  

に付された∬ノの倍であるから，この得点体系から各軸  

が体得している原理についての仮設を検廃し，節3袈が  

各市町村（人の項目）に付されたγ∫の磁であるから，  

この得点体系から各原理が体得している靡艶についての  

仮設の検証を行う作発となる。市町村については，すで  

に各設問項削こ反応を卑える作菜によって，各市町村ほ  

それぞれ「どのようなパターンをこの研究の主題に即し  

て持つか」ということ，従って個別事象に対してでなく，  

その総合された複合構造に対する「給食感官体験」をす  

でに岬イメージ的に岬持っている。だからγ∫條を  

大小順に並べて，マイナスまたはプラスの方南に商い得  

点をもつ市町村はどういう市町村であり，ゼロに近い  

一つまりその軸に関しては無性格である鵬得点をも  

つ市町村はどういう市町村であるか，を検討して「総合  

感官体験」にうったえて収税の資当性を検定するのであ  

る。   

上記の作紫を経てえられる各軸が体現している原理は  
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節2衣 紋問項目の数盈化得点ベクトル（固有ベクトル）  
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第3表 市l町村項目の数盈化得点ベクトル（固有ベクトル）  
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大」，「戯林水魔費が域内漁林漁発に比して大」，－し  

かし「戯林水渡薬蟄への一般財源充当率は小」柵，「渇  

からの虚業補助金の受入が域内虚業に比して大」，「財政  

総支出に占める腱林水魔兼費の比率が大」等が目につく。  

ただし自然的環境面で，「山村区域である」とか「域内  

第1次逓灘の構成は林紫が蓋である」などがささりこん  

できていることからうかがわれるように，閃けた地域が  

すくなくほとんどが貧困市町村が多い。貧困市町村では  

あるが，戯林漁業を盤祝しており，劣等な磯娩の枠組み  

のなかでは熱心ほ構造政策にとり組んだ。ニじ地基盤整備  

は，地勢的に条件が惑いので水田整備は充分ではないが，  

「蕊点を関金による樹園地造成」においている。「選択的  

拡大作削ま野菜・花井・花本においても，栄樹了茶等樹  

木作目においても，畜産においても，きのこ薪において  

もみるペきものがあり」，その担い手は「自立戯家の役  

割も大」であるが，「両般鹿家もまきこんで」いる。改  

良普及風活動は，「選択的拡大作目の選定定常・担い手  

育成・産地間娩争力付与」にも，「鵬般鹿家の一般虚覇  

指導」においても，商い韓点をもっており，戯協は「基  

本法虚数の展開に主導的」で，その事灘は「虚栄閑適の  

販売・購周ほみるペきものあり」に，商い得点をもって  

いる。成果としての虚業所柑では「1戸あたりと戯地面  

撥あたりで大」に商い得点が，また白義盛家の創出の規  

模拡大では「依約約虚業による」と「戯地開発による」  

場合に商い得点がある。   

プラスの方向に撞点の商い設問項鋸ま，「聯酎ヒ区域  

の占める割合が大」－そうした碑町村は臨海「低湿地  

に多い」－，「戯他のエ業・商業・従局用地への転用が  

急進した」，「宅地転用地価が域内戯地心円に適用されて  

いる」，「財政力指数は商い＿h「市町村税の方が地方交付  

税よりも大である」，「実質収入比率が大で健全財政であ  

る」その反面で「戯林水産梁蟄が域内戯林独楽に比して  

小」，－「戯林水産発費への鵬般財源充当率は大」－，  

「飽からの虚業補助金受入ほ／jヽ」，当然のことながら「財  

政総支出に対する戯林水産米費の割合が小」であり，市  

町村政藍点では「エ場席数・エ発化」，「観光開発対策」，  

「インフラの盤備」があげられる。要するに戯政姿勢に  

おいて脱虚栄・第1次盛業軽視の姿勢があり，「虚灘構  

造改番には無関心な方であった」。挙爽土地基盤整備に  

ついてはみるペ蓉ものがなく，その理由として「不熱心」  

があげられる。常戯固でも「虚栄作目の合理化・再編成  

にみるペきものがなかった」に商得点があり，強いてい  

えば米作であるが，米作の動態も不充分，改良普及貝沼  

勒もカが入れられず，虚協活動もすべてに低調で，虚栄  

所得は1戸当り・鹿地面概当り・尊従者1人当りいずれ  

も低く，担い手面でも妻至l立戯家の析出に乏しい。   

⑨ 節3軸（底地形成軸）   

マイナスの方向に得点の商い設問項目ほ，「選択的拡  

大の作馴こ野菜。花押・花東新が選択された」，同じく  

「畜避が選択された」－一得点としてはやや低いが「果  

樹・茶寄掛本作‡∃が選択された」－，「虚業の動態には  

集約的儀装によるlヨ忠盛家の彼剖が大きい」，「戯粟の動  

態は日立腰腐と一般戯家が戯楽所将を追求する二蛮構造  

塾で進められた」，「改良轡及覇業の蛮点は選択的拡大作  

目の選定定潜・担い手督成・産地間競争力付与におかれ  

た」，「基本法戯政の展開は戯協蓋・行政従で進められ  

た」，「戯地雨概あたり虚業所得にみるぺきものがあっ  

た」，「銀約的虚栄開発によって経常規模を拡大した‡ヨ立  

虚家があった」などである。ほか「市街化区域のおめる  

割合が大」や〉「戯地の転用の急進」，あるいは「宅地転  

用地価の域内戯地心閂への適用」，「公窃環境あり」，「了1す  

町村政の乳藍はインフラ整備」など都司㌻化関連の設問も  

商い得点をもっている。   

プラスの方向に得点の商い設問項鋸ま，「選択的拡大  

作目に熱意がなく米作にカが入れられたム「改良督及覇  

業の窓点は米作合理化，のちに転作棺掛こあった」，「成  

発として耕作受託による白立鹿家の創出があった」，「基  

本法戯政ば行政義・遇協従ですすめられた」である。ほ  

か「市町村政の霊点にみるペきものなし」がある。   

この紬が仕分けようとしている上記の原理に従えば，  

自然的環境，市町村財政，市町村政の濃点，虚栄棉遊牧  

策一般，土地基盤装備などに関しては条件の良・否や腿  

政へ積極・消榛などが入り交っていて，こうした設問功  

一ヨヘの得点は仰プラスの市町村とマイナスの市町村が  

相殺してしまって柵低くなっているのである。市町村  

を得点の大きさ俄に並べると明瞭となるのであるが，マ  

イナスの得点の商い市町村グループは都市型平担戯村の  

もとで，水田基盤整備を進めながら「園芸・エ芸・畜産  

琴の戯産物の立地を民力ですすめている市町村」であり，  

プラスの得点の商い市町村グループは伽一般平坦飽村で水  

田基盤整備をすすめながら「水田米作対策に閉じこもっ  

て，国営米作という安全圏内で，行政に安倍を負わせな  

がら対応を洒じている市町村」である。薮するに「米作  

対選択的拡大作目」という判別基準での分類原理である。   
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虚業的開発伽基盤賂備や藤池形式・米作合理化仙が  

閉じこめられてい計，両極はそのフロンティアの方向を  

示しているのであって，マイナス側では簡林発や養殖業  

など，プラス側では中間戯北村における星山・滋腰村の  

開発による戯地造成に開発前線がある，という複雑な仕  

訳を行っているとみられる。   

① 第V軸（ファーマー析捌鋸   

マイナスの方向で得点が商い設問項削ま「農業基盤乾  

傭の乱烹は閑故による戯地開発にあった」，「選択的紋大  

作冒に栄樹・茶琴槻木作物が選択された」，「成果として  

戯地開発による自立鹿家の創田があった」，「虚業動態は  

日立鹿家と一般鹿家が基約的戯紫を追求する二愛構遜儲  

であったw∫，それと「選択的拡大作目に熱意がなく米作  

にカが入れられた」，「彪菓の動態に毒よ数作に依拠した日  

立鹿家の役割が大きい」，「改良普及率薬の蛋点は米作合  

理化，のちに転作指執こあった」，「基本法戯政の展開は  

行政義。脳協従ですすめられた」，「成果として耕作党紀  

による自立鹿家の創出があった」，琴である。以」こ開拓  

によるか受託によるか，いずれにせよ土地経営規模の拡  

大をとおしてのファーマーの析捌埴であることが推察さ  

れる。ほか「大気汚染・水質汚濁などの公潜が大」も商  

い得点をもっているが，これはパターンで処理されたた  

め発生したノイズであるとみてよい。   

プラスの方向で得点の商い設問項目は「選択的拡大作  

目墨こ野菜・花井・花水凝が選択された」，「選択的拡大作  

巨＝こ畜産が選択された」，「虚栄の動態には腰約的虚栄に  

よる自立戯家の役割が大きい」，「基本法戯政の展開は戯  

協主・行政従ですすめられたム「戯協の啓発は戯兼関連  

の販売・購買にみるペきものがあったふ「戯協の覇業は  

舷清勝買にみるペきものがあった」，「成果として免約的  

虚栄による自立鹿家の創出があった」等である。以上よ  

り強度に土地節約的な幾約的虚業によるところのファ岬  

ヤーの析出軸であることが推察される。「水利・閣場駐  

備を含む一質した土地整備」，「虚楽土地基盤ほ従前に比  

して総合的に一変」などの得点も商いがパターンとして  

前紀の設問と関連があるのであろう。   

節V軸が体現している原理は，ペザント戯民が分解  

して少数のファ岬マ岬と大多数の土地持ち勤労者鹿家に  

分解する過程で，少数の土地集緻的規模拡大を－中間  

虚山村では戯地開発で，平坦村は緋作受託で－－－はかる  

方向をマイナスの方へ析出し，少数の土地節約型幾約虚  

業で爽寒路常規模をはかる方向をプラスの方へ析出し，   

マイナスにせよプラスにせよ得点の低い市町榔ま基盤舷  

梯においておくれており，手凱点がゼロという市町村は  

「虚栄蒸発払…それが都市化的蓄儲であるにせよ過疎  

‡加軒紗市町村であるにせよ00」である。  

（み 第4軸（開発環境軸）   

マイナスの方向で得点が商い設問項目は「市街化区域  

のおめる割合が多い」，「地元に林業や独楽との兼業があ  

る」，「藤池の放澄荒廃や植林艦用が著しい」，「域内第1  

次遮紫の構成は漁・林紫が主である」，「戯蟄支出金の受  

入が歳入構成上大である」，「市町村政のなかで農林漁紫  

対策が乗組された」，「†榊丁村政のなかで観光開発対策が  

霊視された」，「水利開場渡備を含む一質したニヒ地妓傭が  

行われた」，「虚栄基盤亀傍の蕊点は戯地汎用化にあった」，  

「虚業」ニ地基盤は総合的に一変した」，「圃場私怖が遅れ  

た理由は飽地の／J＼団地性にある」，「虚栄の動態には銀約  

的戯発による自立鹿家の役幼が大きい」，「農業の動態に  

は穀作に依拠した自立戯家の役割が大きい」等である。   

プラスの方向で得点が商い設問項目は「段丘他に開か  

れた農地の割合が多い」，「域内第1次産楽の構成は虚栄  

嘉である」，「爽繋収支比率が大である」，「戯費支出金が  

歳入構成上小である」，「菅田町村振興計画には特にみるペ  

きものはなかったふ「開場製燐が遜れた理由として市町  

村の不熱心がある」，「閤松波條が遜れた斑鳩として工事  

の高コストがあげられる」，「戯発の動態は自立戯家と山  

般鹿家が虚栄所得を追求する二忽構造塑で進められた」  

等である。   

以上からでは，この軸の仕訳原理が何であるのか殆ん  

どわからない。結局この軸はこれまでのように高得点の  

設問項目の列挙によっておのずからわかるというふうに  

はいかず，市町村を得点順に並べて，両側と申開の市町  

村をみて判断せざるをえない。それよりするとマイナス  

の方向のはしには漁村・山村がある。プラスの方向のは  

しには虚業開発に不熱心だった中間戯山村がある。そし  

て中間に，平野部で園芸・畜鹿琴にみるペきもののある  

都市型市町村，平野部で数作山辺例の色彩の強い山般市  

町村，中山間部で果樹・茶等にみるペきものがある市町  

村が混在している。これらの中間的市町村の持つ特性を  

示す設問項目のうちの一部がこの軸への特点の商い設問  

として現われているのである。また得点ゼロに近い芯の  

部分に戯発話発塑市町村が位乾している。だからこの紬  

はマイナスの梅パターン，中間パターン，プラスの様パ  

ターンと3つのパタ岬ンがあり，中間パタ岬ンのなかに  
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ろん域内戯林永忍業の大きさに対しても小である。しか  

しそれに対する経常山肌■般財源からの寓上げほ大である。  

これらが同一系統樹枝に属する。   

㊥ 虚林水産蟄が域内戯林水産莱に比して大であって，  

虚栄補助金の受入れが多い。虚栄構造への取組みがはや  

くから熱心であった。基盤整備の桑点は閑場賂備にあり，  

施行爽琉も大であった。関連して尊従者1人当りの盛栄  

所得も商い。また戯協については摺用・共済や生活購異  

にみるペきものがあった。これらも岡山系統樹妓に属す  

る。   

⑨ 谷地・急傾斜他の鹿地が多く，林業が主の山操地  

域が多い。戯林漁発の振興は濃祝されているが，立地条  

件が不良なのである。政教支出金の受入れが大であり，  

財政総支出のなかの戯林水産基費の割合も犬であるが，  

財政的・社会環境的に賓園であり，戯林水産業教への一  

般財儲からの充当ほすくない。また改良普及率釆を頼り  

にしているが一般戯家の一般盛挙の指将に血濠っている。  

これらも同山系統樹枝に属する。   

④ 戯薬構造政策に関心が乏しく上底地化作目にもみ  

るペきものがない。渇からの虚衆補助金の受入れもすく  

ない。圃場薮礫の施行割合はすくなく，土地改良といえ  

ば戯遺の笈備程度にすぎない。頗協は弱体で構造政策に  

関与していない。1戸当り，戯地面概あたり，啓従者1  

人当りの虚業所得は低い。これらも岡山系統樹枝に属す  

る。   

⑨ 虚栄主体で戯振区域の割合が大であり，穀倉地帯  

を形成している。ただし飽林水産‡関係の覇業から主とし  

て機成される頗費支出の受入れが歳入構成上小である。  

これら軋隊十系統樹枝に成する。   

⑥ 段丘に開かれた藤池が多く，財政的に貧困で，地  

方交付税の方が苗町村税よりも大であって，低率の聞物  

腹備の原因はエ軍費の高さに原因している。選択的拡大  

にはきのこ斬が採択されている。これらも同一系統樹枝  

に属する。   

⑦ 漁林発との兼紫の多い臨海汲山村であって，第1  

次座薬の主体は漁業であり，虚栄への関心は低く，観光  

開発を盤根している。低率の搾‡場鼓備は戯地の団地性を  

欠くためである。これらも同一系統樹枝に属する。   

⑧ 選択的拡大作目に野末・花井・花木・それに畜産  

が選ばれており，そしてそれは粂約的盛栄による自立鹿  

家の別田と結合しており，虚栄の動態には彼等賂約的虚  

栄に依拠した日立幽学の役割が大きい。戯遊法虚政の推   

得点ゼロ周辺には単なる土地持ち勤労者のみでファー  

マーの析出がみられない，というふうに市町村を仕訳す  

る原理である。   

以上各軸を株式的に示すため節1園を付しておく。   

5．計測結果によるクラスター分析   

以上の数激化の理論第3斬による因子軸の抽出とそれ  

への設問項目と脚町村の得点をえた。この得点は，各軸  

が蝕蕃関係な完全に独立した紬であるため，Fl・Fヱ・F3・F4・  

F5という5次のベクトル空間内の点の位澄を与えるこ  

とになる。人の世界である市町村と物の健界である設問  

項目それぞれに，点と点とのユークリッド距離が求まる。  

その相互距離の近さに即して柵それを性質が似たもの  

と定義して叫類別されて，個体から全体へのアマルガ  

メーションの系統樹がつくられる。これがクラスター分  

析であるが，各クラスクーの得点パターンは「虚業構造  

政策が地方段階でどのようにバリエーションを与えてい  

るか」に関する様相を示すものであろう。クラスター分  

析の結果は第4表と飾5表に示す。各クラスクーの性格  

吟味は袈をみていただければわかると思われる。   

ここでは市町村のクラスターと設間項凋のクラスター  

がどのように扇首諾己の“sortingmachiIl¢’’と関係づけられ  

ているかをこつき多少ふれるだけにとどめる。市町村のク  

ラスターは5段の仕訳装置からなる“sortir唱maChin¢叩  

によってふるい分けられて出て尊たものである。2偶の  

5段の仕訳であるから32の区分となる。市町村が32に頻  

別されるのであるから，それはいかに広範にバリエー  

ションを発蔑せしめているかを示唆している。クラス  

タ岬分析はこのことの検証でもあり，分析でえられたク  

ラスターの多種・多様性ほ「戯遵法虚数下にすすめられ  

た虚業構造政策の展開の現場的様相のバリエーション」  

につき官感体験での不透明であった状況の明瞭かつ秩序  

立った盈示となっている。   

設問項‡当のクラスター形成機孝削ま“sortir唱maChin8M  

の部分品の形成仙部分品としての役割の近似性に即し  

た一配列のメカニズムである。   

① 平担な海岸低湿部で，大都市・衛星都市への通勤  

条件がよい。都市化が進んでおり，市政はエ場誘致・イ  

ンフラ鮭備を盤祝しており，大気汚染・水質汚濁等の公  

審もある。戯地の戯外艦用が急進した上，転用地価の戯  

地への適用がある。財政力は大で，市町村税の方が地方  

交付税より大きく，爽質収支比率は柑パーセント以上と  

商い。しかし戯村水産業牽は捻財政支出に対してはもち  
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逝が戯協嘉・市町村従犯であって，戯協活動は戯共闘述  

の販売・勝男にみるペきものがあるが，改良普及率紫に  

おいても選択的拡大作目の選定定常・担い手簡成・産地  

兢争力付与に乳烹がおかれた。このようにして1戸当り  

および土地蘭概当りの虚業所得が大である。これらから  

も同一系統樹枝に属する。   

⑨ 水利・間切整備を含む減質した土地魔職が行われ，  

戯薬の土地基盤ほ従前に比して総合的に一変した。これ  

らも同一系統樹枝に属する。   

⑲ 開場紘備の遅れた理由は市町村の不熱心であり，  

市町村政はとくにみるペきものをもたなかった。これら  

も同一系統樹枝に属する。   

⑪ 土地基盤怒備の嚢点は開懇による戯地開発にあり，  

選択的拡大作目に栄樹・茶等樹木作物が選択され，虚業  

の動態は自立戯家と一般戯家がともに集約的虚栄を追求  

するこ慈構造腰ですすめられた。成果として戯地開発に  

よる日立鹿家の創出があった。これらも同一系統樹枝に  

属する。   

⑲ 土地基盤渡備の露点は戯地の汎用化にあったが，  

選択的拡大作目には熱意がなくもっぱら米作にカが入れ  

られ，改良潜及翠紫も米作合理化や紀作指導に蓋点をお  

いてきたのであり，耕作受託によって自立戯家への規模  

拡大を銑みる戯家の折損があ巧て，虚業の動態にみるペ  

きものがあったとすればこの路線においてであった。戯  

基汝戯政の展開は行政義・虚協従の色彩が強い。これら  

も同一系統樹枝に属する。   

以上①から⑩までの設問項目のクラスターを盈示した  

が，注激するべきは①…⑩のクラスターが一本の幹にア  

マルガメーションされていく「そのなされかた」である。  

①から①までのクラスターは山つの火車な系統樹妓にア  

マルガメーションされたが，（むは都市化・通勤条件・財  

政力・脱戯志向を示しており，㊥はそうした環境のなか  

でも虚地が多くあるので，それなりに虚業に剛とくに  

開場盤備において－∴配慮している様相を示しており，  

①は①の泰逢しであり，①は①の盛返しである。（参は㊥  

と同様の立場にあるが戯葉への配置が小なところほ，⑥  

ほ①よりも自然的・社会的に閃けた様相をもつがこれも  

虚栄への紀蕊の小であるところに特色がある。①から㊥  

までは一つまりクラスターの樹枝の主枝は－このよ  

うに基本法戯政の展開を強くは体現していない（せいぜ  

い圃窃漁備関連が出る襟度である）。   

これに射し①から⑩までは上枝に対する側杖である。  

側杖のなかには，①臨海汲山村で虚業ばなれの汲も激  

しい隠軋 ⑲山般の戯村で特に条件的に悪いわけでは  

ないが，脚町村政全体が低迷していて虚業構造政策にも  

不熱心という様相，を示すクラスターも入っている。し  

かし⑧・⑨・㊥・⑩は農基法戯政の性格を寓按に体現し  

ている側杖である。①選択的拡大が近郊園芸や畜産に  

おいて行われ，鹿協が中心になって燥約的農薬で爽質規  

模を拡大するファーマーが育成されている。◎ヨニ地基  

盤の数備において－水田中心ながらも…徹底したも  

のがあった。⑱丘陵林の開発により，栄樹・茶等の選  

択的拡大が，ファーマ一志向層だけでなく山般戯家もま  

きこんで行われた。⑲水‡掛の汎用戯地化がはかられ，  

行政義昭烈ではあるが，米作効率化と艦作にみるぺきも  

のがあり，耕作受託による規模拡大をはかろうとする  

ファーマ一層が折損した。   

設問項目のクラスター縛枝がこうした形状をとってい  

ること，とくに嘉彼のなかには地域の都市化と過疎化あ  

るいは地方財政の状態や融般的な政策姿勢が包含されて  

いても，基本法戯政の展開を夜按的に描き出す設問項目  

がすくないこと，それら基本法農政の展開を噛性づけて  

示す股間項別離、くつかの発となって登校に対する側杖  

を構成していること，が注目されるペきであろう。また  

はこの樹枝構造は，前記のように，市町村を戯忍法虚数  

への対応という観点から教則する“sortir唱maCbin¢”の  

部分品の，その部分品としての役割の近似性に即した配  

列のメカニズムであることに注目されるペきである。  

IV．考  察  

虚業基本法が制定されて以来，山迎の柵道政策が拭み  

られたが，その現場である市町村段階において「構造政  

策と塵発挙惜」のバリエーションの増大が認められる。  

このバリエーションの増大の実態，その一戸に市町村の自  

治行財政のあり方がどのように絡みこんでいるか，さら  

に市町村・飽協・戯民グループの連携的努力がどのよう  

に絡みこんでいるか，についてその穐序をで蓉る限り簡  

明に兇示したいのである。   

バリエーションの増大を縛るとき，あらかじめ考慮し  

ておくペきことは，「戯基法戯政20か時の歩み」が秘め  

てl山あわただしい展開であった」ということである。基  

本法戯政の始まった頃は「構造改脅」という禰句の窓嫁  

がわからなかった。改脅されるペ車「戯莱構逝」とは何  

かが「あいまい」であった。何か「現在の戯発経常とは   
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連続しない飛礫的場形態の感光を試みる」こととみてい  

た者はまだ深く物箪を考える人逮であった。大部分は．単  

純に，圃場鼓礫をおこなうことを考え，温塞。ビニール  

ハウス・番傘・出荷・貯蔵施殻を設敬することを考え，  

果樹・茶園を造成することを考え，自動輩・トラクター・  

防除機・コンバイン・調亀機械を連絡させた－や・大型機  

械化山常体系をセットすることを考え，需要の増加の期  

待できるとみられた戯作‡∃の特化的産地形成を行うこと  

を考えた。これらを給食して，朝対応する主体とその虚  

栄経常の「あり方」を考慮した人達はすくなかった。   

しかし，そうした窓放の「あいまい性」のかたわら，  

「経済成長に対応した地産紫就業機会の拡大と地域経済  

の大変化」，「虚業主菜で生活してい番うるため必要経営  

規模の拡大とファーマー化虚業者と血般鹿家との技縮  

約・経常的断層の拡大」，「各市町村の地方自治の岬地  

方自治はありえたいといわれるはどの制約のなかでも  

叫独！ヨ的展開の拭みの雅樹の差」，「その南部分として  

の虚業行政の園・園からのたて割拠の受入れと消化の拭  

行錯誤のなかで体得された構造体質の蓋の拡大」，l‾市町  

村の態度と密接な関係をもちつつ，時代の要語に対応し  

て戯協・他の虚業団体・戯民個々のをチペ岬ションの持  

たれ方の叢の大きな拡大」等の剛‡ヨ遊月歩ともいえる  

穆の柵大きな変化があった。その変化の経過の「あわ  

ただしさ」は市町村の梯遊牧策の多様多様化と無関係で  

はない。  

「構造政餓と盛業事情」のバリエーションの増加には  

‘－determinismMだけでなく，園係者のいvoluntarismMも  

同様に仙あるいはそれ以上の強さで仙参画したとみ  

てよい。ともかくあわただしく展開された構造政策だっ  

たのだから，未練段憫では関係者とくにそのり岬ダーの  

物の見方・信念・行動力・政治力・将来展望といった要  

因が市町村間の差の形成に火車く関与した。戯政が市町  

村政策のすペてでないということ，他にインフラ盤備・  

エ櫨誘致・故習政策・福祉政策・住宅政策・観光政策等  

と並んで…ときには，というより多くの瘍倉，こうし  

た他の諸政策のいずれかに濃点があって血腿故にも他  

の市町村の様子をみてそれ相当の選択的取組みをなして  

きたとみるペきであろう。たて剤戯政の元締である戯林  

水産省当局でほ職市町村に対する眼において伽戯政  

がすべてであったかも知れないが，薄明村の側からみれ  

ば柵各様政策に対する限において叫戯政はそのなか  

の選択的澄みづけをつけるべ会心つの政策領域だったの   

である。このボランタリー・チョイスが「構造政策と虚  

業軍楽」のバリエ岬ションの増加の濃粟なエレメントと  

なっているとみるペ堂である。   

バリエーションの増加の実態については，IlIの劉瀾「  

の結果として，市n汀村のクラスター分析の結果と各クラ  

スクーの第トⅠトⅠⅠⅠ・IV・V脱明軸への得点状況をあわせ  

てみていただければわかっていただけると思う。正負の  

得点かあたかも粋がねじれながら育った樹のように分布  

している。このいわば「ねじれ現象」ば5偶の説明軸の  

正負関係をどのように入れ換えても発生する。何故「ね  

じれ現象が発座するのかという質問には∴mで酎・欝さ  

れた前記の「各軸が焼成する“sortぬgmacb主n8Mの構  

造によってだ」と答えなければならない。測定された  

りsorting machine叩は5偶の各軸が爽は相互に独立な  

r叩仕訳機」の結合であって，それぞれ ①飽政受入軸濠  

たは水i月数備軸，（勤戯政教勢軸，（夢魔地形成拗，（塾開  

発機墟軋 ＠ファーマ一桁出軸としての仕訳原理をも  

つ。これらの軸形成はいずれも，単ばば仏deterIⅥiniam印  

に即して㈹地域の自然的・経済的条件に規定されて  

叫いるとともに，半iぎは，“VOluntarismMに即して  

山一ぺ地域のリーダーと概梅的戯民の意欲・激兇・爽行カ  

という嘉体的灸件に規定されて㈹いる。   

軸形成にかかわる要因として第3の要因をあげるペ索  

であるかも知れない。それは虚栄構造政策の政策中枢か  

ら未練へ紛政策内容の決定と伝達機構に閑適するエレメ  

ントである。先に述べたように鹿林水産省レベルでは  

「鹿政がすべて」であって叫国家行政組織綾上も所翠  

軍務の濱橡は避けることになっており，他官庁との政策  

調賂は行うとしても彪政当局は戯故に専念していなけれ  

ばならない嘲，しかもその内部では非㈲陀細分化され，  

さらに地方初先槙掴まである周・部・課・係が拷緻に構  

成された戯政の所箪笥∧晒の仙貌緩を避けた叫体系を  

担っていて，それぞれがそれぞれの事務分掌のカテゴ  

リーに尊念していなければならない仕組みになっている。  

園の戯政の政策悲恋とほこうした個別政策担当者の政策  

悪意の複合体系である。もちろんこの組織のライン・ス  

タッフ構造のなかで政策の全体としての統心意志が確保  

されるよう制度的・行政指導的な整合ないしは辻接合せ  

ば行われている。全体としての統山窓志を繚乾するもの  

が虚業基本法をベースにしたそのときどきの政治経済事  

情に対するトップの判断である。しかしそうした統融窓  

志へのトップの綜艶は建前論的でかつルーズである。   
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態である。中東政府の遊セクショナリズムのなかに埋没  

した官僚が，わずかな補助金に過度の政策効果を鋸聾す  

るあまり，但し溶射こみちた巧緻なメェスーをつくって，  

かえって歓迎されないメニューとなっている色彩が強い。  

しかしそうした政策でも県・市町村の財政的貧困は「し  

かるべき」虚業政策をおこなっていることを示すために  

これを受け入れているのである。地方財政は経常山般財  

源で虚業構造政策を実施する能力を欠堂，国庫支出金  

w補助金行政一に依存して構造政策をおこなうか，  

または何もしないか，の二者沢山的位徽にたたされてい  

るのである。こうした農薬政策ではたて測行政を「亀嫌  

いする」かまたは「要領よく突刺をとる」かに関して大  

きな差が発赦するのほ諸l然である。   

①構造改発の導入を栗駒しかつ容易にする自然的・  

社会経済的灸件（叫det¢rminism”），㊥市町村戯攻囲係潜  

の問樽窓織・蝕兇・実行力（“voluntarism’り，①構造政  

策のたて割符政的非効率岬必要以上の杓子定演性鵬  

への忍耐力の程度，この3家来がりsortir唱maCbin¢叩の  

構成エレメントである。数盈化の聖翰第3敷で抽出した  

5偶の相互に独立した説明軸（（－）←0ヰ（」－））Ⅰ・ⅠⅠ・  

Ⅰ王Ⅰ・IV・Vのそれぞれに上記3要素がビルト・インされ  

ているとみてよい。   

さて問題の“sortingmacbineMの構造的特質であるが，  

次の渚点が指摘されえよう。第2図を参殿されたい。こ  

れは虚栄構造政策のバリエーション模式図である。①  

5佃の相互に独立した貌明軸が抽出されてくること自体  

が特徴的である。この5偶の棚はその性質00節1図を  

象限仰鵬より相互に強い有機的連絡があるぺ塗である。  

すくなくとも圏レベルの構逝政策相当のトップ階層では  

そう考えていよう。節Ⅰ軸は本来戯葉構造政策山般の包  

括的な受入・消化の大／j、の程度を】当然的・社会経済的鰭  

条件との関連で呈示する仕訳原理を体現していてしかる  

べき軸である。箪Ⅰ軸にそうした性格がなくぼない。し  

かし水田装備の大／j、に関してほ強くかかわっているもの  

の，選択的拡大や戯地開発やファーマー創出については  

その程度がひどく弱い。それらには第Ⅰ王Ⅰ・IV・Vといっ  

た別の仕訳原理にもとずいた軸が対応している。ニヒ地基  

盤と上物との連絡が薄い。   

㊥ 節Ⅰ軸は平野部の土地がまとまってある「構造政  

策のやりやすい市町村」と「構造政策のやりにくい滞町  

村」を仕訳けている色彩がある。これに対して第ⅠⅠ軸  

は「構造政動こ意欲をもつ市町村」と「虚栄軽視の市町   

法治国家の原則から建前的枠組が個別政策の来践を強  

く規制しているから，また個別政策の原資は大蔵省との  

予絆折衝をとおして得て一つまり大蔵省側の政熊評価  

のフィルターにかけられて一行われるのであるから，  

たて別行放といえどもそれぞれ勝手な自走はで会ない仕  

組みにはなっている。けれども各個別施鋳の総合が建前  

約的でルーズであることはたしかで，政策の粟践がたて  

親行政的に自走していることばたしかである。戯地流動  

化は戯池波勤化だけ，基盤魁傑は基盤麗備だけ，選択的  

拡大・流通施設は選択的拡大・流通施紋だけ・団体指導  

は団体指導だ桝こついて，白らを所翠事務に関する権能  

の範囲に強く限麗し，また他の分野の問題点には配慮を  

することなく，さらに自らの担当する率繋が現幼の爽樽  

に適したものであるかどうかには関係なく，ただ上級叙  

任者の指示と法規の示すところに従って，地方自治団体  

を指導し政策原資を与えているのである。   

こうした圏の戯政の複合梯遊の全体が膨大・棉緻であ  

るのに対して，市町村の側は産米深または虚林殊という  

鵬つの裸があるだけである。燭ほその中間的な規模の行  

政組織をもっているが，臥こくらペればばるかに小であ  

る。市町村で1人の所拳鞄囲は児では100人によって担  

われ，国ではiO，000人によって担われている，という榛  

輔に「頭でっかち」の政熊遂行体系となっている。こう  

した状態で圏が担っている構造政策檜報を市町村がその  

まま受止めることばできない。圏のほうから山方的に  

「政策メニューの案内手引番」をだし，市町村に選択さ  

せ，その選択を県があっせんし助嘗をする，という形態  

がとらぎるをえない。「碑町村の現嚢から是非これを」  

ではなくして，「与えられたメニューの中から実施しや  

すい…プラクシスにおいて摩擦抵抗のすくない－…覇  

業と墟所に」おいて，市町村は「受入れてもよろしい」  

である。メニューそのものが啓門家的巧緻と現柳こ合わ  

ない机上プランである。しかもそうした補助金がらみの  

串紫には施行基準のほか様々の受益者・立地条件・効果  

見通しのわずらわしい灸件がつき，緒柳ま国ペースの約  

埋が優勢になっていくのである。   

第1次構であるとか，第2次棉であるとか開拓パイ  

ロットであるとか，戯村松食塩備であるとか，構道政策  

に関する政災ならば何でもよいが，「率灘趣旨脱明の段  

嘩では魅力ある政策が，内容の詳細を知る段階では魅力  

があせ，具体的な登写嘉を作る段階になると受け手を探  

すのに一署労し，頼んで受益者になってもらう」のが爽  
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節1軸パターン  節2紬パタ…ン  第3紬パターン 箪4舶iパタ…ン  節5帥パターン  

（十）  トト）  （＋）  （十）  （＋）  

相整胴長  飽政組不良 米作◆離のみ 仁 蒜義謁議誌実地那加勺  
ァ  

第2図 戯灘構造政策におけるバリエーション増大模式図  

れるという原理を休符した軸である。こうした軸がでて  

くるのは，鹿家の立場からすれば，「米作効率化だけに J  

止まる危険回避型であること」と「選択的拡大に対して  

危険引受塾であること」とはどちらが良いとはいえない  

無差別性があるためである。前者が箱町村ヨ三尊塾であり，  

後者が飽協主導型であるのは，産地形成は「戯協といっ  

た経済観紙」を中心にしなければ失敗するからである。   

① 節Ⅰ‡Ⅰ軸の中間におしこめられた「構造政策にみ  

るペ望もののなかった市町村」を間触こ出し，両鰍こ  

あった市町村を中間にとじこめたものが節IV軸であっ  

て，その場合の閥壇への仕訳は未開発の土地を「どのよ  

うな方向で虚栄的に開発するか」ということに視野をお  

いた「開発前瀾招いしば開発ポテンシャル」の方向に即  

した仕訳である。問題はその未開発な土地の戯衆的開発  

が，果樹園・茶園・放牧地として開発するには所有構造  

的手こ現制度の下では無理のある虚血れ または山蕗・梅  

津を刊川した“s）・1vicu11urc”・“aquaCultul■e’’－いずれ  

もすでに「しやすいところばされている」00であるか，  

であって発当ってのアベイラブルな開発前線とはいえな  

いことである。したがって節IV軸で中間におしこめら  

れたパターンの市町村の「再開発」には問題性がシビア  

にあるということになろう。   

① ファーマー析出機構がやっと第Ⅴ軸において「か  

ぼそく」現出して塗ているところにも大きな関越がある。   

村」を仕訳している。ところが構造政策，とくに水田基  

盤舷梯のやりやすい平野部の御汀村は都市化・エ業化に  

も適していて，エ場紡致やインフラ整備に蛋点がいき，  

農政無視もしくは軽視する傾向が大である。ここに大き  

な矛盾が発生している。つまり「やりやすいところから  

やっていくのに適当な市町村」が実は「構造政策に窓欲  

のない虚栄軽視の翻汀村」である場合がかなりある。反  

対に「圏の条件を考慮するとやりにくい市町村」が実は  

「構造政策に澄欲のある戯政を蔑視した市町村」である  

場合がかなりある。   

◎「やってしかるべき苗関村の不熱心とやりたい市  

町村のやりにくさ」というコントラストは複雑にからみ  

食って節‡ⅠⅠ軸を独立して析出させている。構造政策に  

ついて，さほど熱心でなかったが，だが条件がよいので，  

あるいはさほど灸件は良くないが，熱心だったのでとも  

かく取り組んだ。そうした市町村を，米作ないしほ転作  

敷作のみの枠組みのなかに…国営米作の安全圏のなか  

に一日己限定しているか，反対に野末・栄樹・花弁・  

花木。茶・多頭羽番逓など多梯多様に選択作目を移入し  

て鵬品質と生産費をめぐる過当競争にiヨ己投機して  

叫】いるか，の差に即してこ分して両端におき，中間に  

柵遣欧策に取組むことの稀薄であった市町村」岬やれて  

もやる悪意がなかったかまたはやりたくても鰭灸件が恵  

すぎてやれなかった市町村が含まれる－がおしこめら  
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虚業構造政策は経営構造の変革を企図した経済政策であ  

るが，それは「人の側面」とi肌物の側面」が血体的に結  

合した存在としての経常構造の変革でなければ意味がな  

い。ところが戯違法腰放では「物の側面」が常に優遇し  

ており，相応する「嘉体とその虚業経常」についてはあ  

いまいにしたまま今日に至ったきらいが大いにある。  

ファーマ仰の析出軸がもっと火車な固有磁をもって節  

ⅠⅠⅠ軸あたりにでてきて当然であった。節V軸は土地経  

営規模拡大型と発約化実質規模拡大型のどちらにアクセ  

ントをおくかによる市町村の仕訳原理を体得しているが，  

こうした仕訳が個別経常ならぬ市町村の仕訳臓瀾となっ  

ている点にも問題がある。   

以上の問題点は“sortingmachまne的の構造的特質を示  

したものであるが，視角をかえて設問項‡ヨの仕訳原当iの  

特質を項目のクラスター系統樹彼の持たれ方から求める  

と，「何故このような“sortingmachまme”が形成された  

のか」に関する示唆をえることができる。節3図を執損  

されたい。  

IlIで述べたように，設問項l計のクラスタ∵系統樹枝  

は①～⑩偶の小クラスタ岬がえられるが，このうち①・  

④・①・①。㊥・①は山仰のヨ三枝に包摂されており，他  

の⑦・㊥・◎。⑲。⑪・⑩はそれぞれ単独に嘉枝に結合  

する側枝を形成している。問題は主枝に包摂されている  

6偶の／jヽクラスターに蔽按に虚業棉追放麓を体現した数  

間項目が食まれていることが小である。（むは都市化と財  

政力を示す設問群，①は虚業立地条件と開けた地域であ  

る設問群，㊥は①の対照で過疎的山村で財務的に貧困で  

あることを示す設問群，（みは㊥の対照で条件が劣等なの  

で構造政策にはついていけない設問群，①は①・①と  

接して水阻戯袈地箱であることだけを示す設問群，◎は  

⑨・①に接して中間虚山村で財政的に貧困で構造政策に  

手絡りのあることを示す設問群である。虚栄構造政策と  

溶接開係づけられるのは⑧だけで，「圃場毅礫が霊視さ  

れ，施工率が商い」がビルト・インされている。結局登  

校には‡澗壕怒條関述しか構造政策は入っていない。   

上紀より，嘉枝は①・①←→①←－→①←→◎。①とし  
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第3図 虚栄構造政策におけるクラスター樹枝系統模式図   
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て，一般的な自然的・社会経憐憫・財政的状況の差を  

岬そのなかに圃場路傍の施エが⑨のなかに，また圃場  

紫備の困難を①のなかに含審してはいるが仙示してい  

るにすぎないことがわかる。これに対して側枝は①のよ  

うに臨海山村の特性を示す設問脛，⑯土地基盤の粗機  

の遅れと市町村の消桟的憩庇を示す設問聯もあるが，他  

に⑧は集約的作目で選択的拡大を魯秘的に行い，それが  

ファーマ叫の析出と給食しているなど梯迫政策のソフト  

的内容を示す設問絆，①土地基盤賂條の徹底性を示す  

設問群，⑪関数による虚地開発で栄樹・茶などを内容  

とする産地形成とファーヤー創出を示す散開群，⑲土  

地基盤を戯地汎用化にまでおし進め，米作・転作関連の  

耕作受託によるファーマ一別揖を示す設問群など，構造  

政策～こかかわる設関群がそれぞれ独立して櫓えつけられ  

ている。   

上記より償いたいことは次の如くである。登校は虚米  

構造政策のバックグラウンドからなっているが，その  

バックグラウンドのなかに構遺政策が包摂されているの  

は圃場鮭備に関する部分だけで，他の抜本的な土地基盤  

整備，銀約的虚栄による産地形成とファーマーの創軋  

開墾による樹栄地虚業の鹿地形成とファーマーの創出，  

米作・変仰の能率化と耕作受託によるファーヤー の創出  

は，【叫自然発生的に蓋妓に穿ばえたものを爾成するので  

はなくして，別途に中東働瀾でデザインされた紋を嘉枝  

に接木された側妓」といった色彩をもっているというこ  

とである。これを「つぎ木構造」－‘■針a舘ingstruc－  

tureり叫といってよいかと思う。接木された木が台木  

に依存しながら，台木とは別のつがれた木の性質をもっ  

て台木を飾るように，構造政策に対する地域のバックグ  

ラウンドに官僚が作った別製の構造政策がうえつけられ，  

その不日賂性が“sortingmachin¢Mに「ねじれ現象」  

叫 “腑ist pbenomenon”…をもたらすものを与え，  

それがバリエーションの原因となっていると思われるの  

である。   

以上要するに，基本法虚政の虚栄構造政策の観劇こお  

ける特性は，節ユに樽道政策の悪辣をあいまいにしたま  

ま“pbysicaicoIIStruCtion”をすすめたこと，第2に経  

済高度成盛と併進したための虚栄の環境変化の速さと結  

合した「あわただしさ」が政策受入れの薄明村に“de－  

terminismMでは説明できない“vo！urltalism叩を与えた  

こと，節3に市町村の財政力の粥さと結合して中央政府  

からの「専門家的巧緻を持ちながらも独りよがり的でも   

ある机上プラン」が伽戯政を無視できないが故に 】  

受入れられたこと，第4にこうした事情が71す町村レベル  

の虚栄構造政策を，自らの自然的・社会藤済胎バックグ  

ラウンドの特性とはあまり跳係なしに，その時々の政策  

の「下し易さ．Jに即して一切当り的に伽官製の構造  

政策を移格したこと，節5にそうした構造政策の“gra払  

ingstructureHがバックグラウンドと横道政策の受入れ  

軍機との関連において市町村を仕訳していく“sortir唱  

machin¢Mにビルト・インされたこと，節6にそうした  

“sor血g machh¢Mにうちこまれた「情報としての仕訳  

原理」は「ねじれ現象」もたらすものであり，それがパ  

リエージョンの増大をもたらしたことである。   

毅後に白胎休符財政と腱莱構造政策との関連について  

述べておきたい。小首にいえば今日の大部分の蒋治体  

にとって，虚業梢近政策は圃場狼備・道路盤悌・悪人施  

設・チビッ手広場など虚村インフラ整備にはl猪心がある  

が，虚栄と虚栄経常の構造改革に対しては蛮栗な関心を  

示していない。中央政府の政策が白治体の行財政をとお  

して展開するという窓味で戯政が行われているのであり，  

i川単なる取次ぎ」の色彩が強い。股間項目のクラスター  

が示しているように禽治体にとって構造政策は「虚業構  

造政策ではなく虚位剋虚村構造政策」ほ朗心があるので  

ある。だから自治体行財政と虚栄構造政策の関係は「あ  

るといえばあり，ないといえばない」市町村が多い。戯  

地の閲墟鷹燐や戯遺それに水利・排水などは戯村構造政  

策として役に立つうえ，鹿薬経常には負担金が課せられ  

るとはいえそれ白身個別財産の形成になり，盛期にみれ  

ばインフレーションがその負担金をも捲くしていく，と  

いう悪辣で自治体がおかす危険が少い。これに対して上  

物の経常構造への政策は，ある滋味でカメラリスト的干  

渉であり，市町村の内部に戯薬側の横様的な受入れ要語  

がないかぎり，「財政資金を注ぎこんで倒産させる」と  

いうタイプの危険が犬である。こういう割に合わない危  

険を腎す鵬圏させる－のが嫌な場合が多いのである。  

摘  要  

虚業基本法が制定されて以来，血迷の構造政策が試み  

られたが，学の現場である市町村段階においては「構造  

政策の受入れと虚栄挙檜のバリエーションの増大が潜る  

しい。このバリエーションの増大の爽態，その中に市町  

村の白治行財政のあり方がどのように絡みこんでいるか，  

さらに聯町村・農協・戯民グループの連携努力がどのよ   
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この方漆は関連性やパターンの認繊を目的とする  
が，例えばガウス分布にもとずく平均とか分散とか  

相関とかの標本分布のようには取扱わない。標本分  
布という立場を去り，サンプルが泣幾溺であるとみ  

なして解析を進める。標本分布諭で要求される非現  
実的な仮貌を没するレことなく，「どうすれば有効な  

解析がで蓉るか」というだけの筐l由な立場から，  

データの申に潜む「相関述する姿」を撒き班し，播  

くことによって現象の背灘にある「構造をつくり出  
す」解析放である。多次元的に来観した測定または  
回答の「模索」柵パターン州のなかから「何等  

かの情報」を見出そうとするてのである。だから検  
定とか有窓性とかの「あらかじめの分布仮説を前提  
する分析ではない。そういう分析は「赦免化の理  
論」によって構造と分布の倣脱がえられてから，そ  

の構造の渕魔方法を研究し，コンファームのための  

別の解析を施すぺ尊である。   

被検対象の数と設問鵬同じことであるが反応  
一項闇の数は，「問題にしていることがら」を適  

正な変みづけをもって舶躍しているか香かが問題で  
ある。被検対象の数は適正な蕊みづけをみたしてい  

る限り多いことがのぞましいし，設問の数はそれに  

数激化されて与えられる「固有ベクトルの爽体が何  
であるか」を硫みとれないはどに小でも大でもいけ  
ない。この翰文では被枚対象である脚町村の数が少  
酎こ過乳 叫さらには四日市蒋や鈴鹿1！首など澄条  

規模が大尊い市町村も来合併の小田丁村も同じように  

1対1で取扱っているという窓味で蕊みづけに適正  

を欠いている，叫という欠点をもっている。その  

反面，散開の数訊 問麓にしていることがらが包括  

的である故に淡みとりが単純にいかず，多きに過ぎ  

た，という欠点をもっている。しかし被検対象と項  

目につき観察者がイメージをもち直観的洞察を行い  
うるという観察者側の制約があったことも考慮され  
たい。敦盛化の埋翰によってえられた坂祝の倍額性  

と安定性の問題はもっとも蕊要な問題である。倍潮  
位については被検対象と設問項目が適正に遜ばれ，  

反応が適正に与えられているかを吟嫁するほかはな  
い。しかし安定性については「紋問項目の削除や追  
加」またはi鵬イエス・ノー反応の与え方の修正」に  

よって被枚者と散開に与えられる固有ベタいレの数  
倍が「ぐらぐら変わる」か「殆ど変らない」の差で  
ある。分析結果の基本的枠組みが殆ど変らないよう  
な構造パターンがえられた場合は竪摩で安定性を  

もっているといえよう。この約文でえられたパター  
ンは約10例の試行の終発であるが，6回目の試行に  

よりえられた分析結果の構造パターンが堅牢で，そ  

の後の修正によっても結果がぼとんど変らず，安定  

した解がえられたとみなした。   

数鹿北の幾諭に関しては，ー‾人の将帥活動の質的  

内爽が赦免化できるのか」といった批判がある。数  
盈化の観治は単なる繋の魚化を目指すものではない。  
多数の質的判断のかたまりを寒慮しているが，それ  

うに絡みこんでいるか，に関する一逃の挙憩関連を「敦  

盛化の理翰・節Ⅰ‡‡類」の解析拳法をもって解析した。  

その始発，バリエーションを展開させるソーティング・  

マシン州碑町村の敷別の作用カの結合機構柵がえら  

れた。それは①水田麗備を中心とした構造政策の受入  

れの容易性，⑨他の政策との関述における市町村当局  

の虚政姿勢，⑨市町村内における産地形成努力と構造  

改発との閑適，①戯茶杓開発前線の‡当然的環境との関  

連における持たれかた，①股発の内発的展開の担い手  

としてのファーマー的鹿家の析出方軋 を導く作用カを  

体現している5偶の相互に独立した仕訳作用カの連結器  

としてのソーティング・マシンであった。この仕訳メカ  

ニズムをめぐって，虚業構造政策における「つぎ水構造」  

と「ねじれ現象」が観察された。  

注   

1）ペザント対ファーマーの経済主体としての範疇区分  

については”ProccediIlgS Oflhc7thlnternatjonal  
Confbl．CnCe Or Agl・ieultur；11EcononlisIs”．Oxfbrd  

University王，ress．1950，所収の第1部「ペザントの   

虚栄の診断と病理」を参照されたい。また描城晋…   

「家族戯灘の過去と現在」（ペザント的病忠治療とエ   

茶化社会の戯業問題）三蕊大学戯学部学術報告朋昭  

和和47年，および浦城晋－「日歩農民の変換過程」   

勧茶の水溶房，昭和53年を参照されたい。なお第1   

次的宙典としてはフランソワ・ケネー「小作人」が  

ある。  
勾 ウルフ・レンボルグ「虚業における兼凍と特イヒへの   

繍傾向」（1969）がすぐれた論文である。  

3）「国営米作」は第2次大戦申の食陵管理法の制定以   

来現在まで続いている。いうまでもなく政治米価と  

政府異人制度の下の米作をいっている。米作はまだ   
基本的に市場経済秩序のもとにあるとはいえない。  

4）国民経済事情の変動に対して破蔽的であるという食  

味。  
5）ソーティングという膏薬に強い含笛がある。この段  

階でいまだ姿を現わしていないが，分析の結果姿を   

現わすであろうところの「社会の秩序形成機構」   
柵両 種のマクスウェルのデモン叫をいっている。  

6〉 数盈化の徴翰りtbetheoryofquanti鮎ationち，につい   

ては杯 知己究i－数蕊化の理論」東浮経済新報払   

昭和54年ほかSPSSプログラムりヾッケージまで潜   

番多数。人間銀閣の行動態度測定に棒カを発揮して   
いる。浦城も「宮川用水地域の戯家のパター ン分   
析」三盛大学戯学部学術報告62号，昭和56呪 およ   

び「大都市における水魔物酵賓の動向と流通対策」  
エp・エー・ピー．NIRAOUTPUl，l［珊155咋のな  

かでこの分析法を用いた。  

転   
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8）特性方程式の根んまたほん（特性方程式を∬でつ  

くるかγでつくるかの間越）はその椒に対応した   

「数盈化された変数和または乃の分散」を示して  
いる。ズで特定方程式がつくられた場合だと，各根   

の全体の分散はエスノ（ノニ1，・・・，J7）である。ス；＝ん÷ぶん  

である。  
9）「科学と収税」ポアンカレ，「物理学と爽在」アイン  

シュタイン，「世界の名著」66，「現代の科学」所収，  

中火公約杜，‡昭和45年。   

らを統合した「より抽象度の高い質的判断」にもっ  
てい乱 それをとおして個別の質的判断魔システム  
化することを目指している。数盈化とはシステム化  
のための「鵜察でえられる個別の質的判断」に対す  
る方向付と蕊みづけである。えようとするものは潜  
在的に存在する「恋歌構造」の顕示化である。  

7）いうまでもないことだ机 ここでの相関係数は通常  

の相関係数とは興なっている。「SPSS統劉■パッケー  

ジ」ⅠⅠ解析第，32ⅠまAYSI3：数盈化理約3斬，発   

弾経済新報祉，195嘉を参照。  




